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センブランス解析による岩手山長周期地震の震源決定

Hypocenter of very long-period seismic events at Mount Iwate ,1998, located by a

semblance analysis
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岩手山周辺に展開した6観測点の広帯域上下動地震波記録を用いて、周期1 0秒が卓越する長周期地震の震源決定
を行った。震源から球面波が等方的に輻射されるとの仮定のもと、センブランス解析を行った結果、各々の長周
期地震の震源域は、犬倉山から大松倉山にかけての深さ数キロに拡がって存在し、その発生から5～1 0秒の間に東
から西へ移動していることが明らかとなった。

１．はじめに
最近数年，地下の活動が活発化している岩手火山西部では，周期約1 0秒の波が卓越する長周期地震が頻発し

ている．その震源域は，波動軌跡解析により三石山・大松倉山地域の深さ数k mに推定され，モーメントテンソル
解からは，地下のマグマあるいは熱水の活動に関連した膨張収縮運動が示唆される（西村ほか，1 9 9 8）．今回，複
数の観測点の上下動波形記録を用いたセンブランス法により，この長周期地震の震源を再決定したので報告する．

２．データ
岩手山を囲むように設置された6観測点において、S T S－2型広帯域地震計の3成分観測を実施し，出力信号をサ

ンプリング周波数５０H z，A / D分解能２４b i tで現地収録方式で連続記録した．収録器の内部時計はG P S時計より2
時間毎に較正し，常時8 m s以内の精度が確保されている．本研究では，S / N比の良い1 9 9 8年7月2 9日，8月1 9日，8
月2 1日，8月2 2日の４つの長周期地震の上下動速度波形記録に8 . 3～1 2 . 5秒のバンドパスフィルタをかけ，長周期成
分を取り出した後，各々のイベントを以下の方法で解析した．

3．解析手法と結果
センブランス解析による震源決定は次のように行った．まず，ある一つの震源から地震波が球面波として等方

的に輻射されたと仮定して震源から各観測点間までの走時を補正したタイムウィンドウを設定し，全観測点の波
形データを重ね合わせてセンブランス値を求める．震源の候補地点は，岩手山を囲む1 5 k m四方，海水面からの深
さ0～1 5 k mの領域に1 k m毎に設定し，各仮想震源毎にセンブランス値を求める。これらの仮想震源の内で，最大の
センブランス値を示す地点を長周期地震の震源とした．なお，速度構造は半無限一様と仮定し，波の伝播速度は
2.5km/sとした．

ひとつひとつの長周期地震は，約30～60秒の継続時間をもつ。そこで，この間の震源位置の変化を調べるため，
1 0秒間のウィンドウを初動部から5秒毎に順に設定し，各ウィンドウ毎にセンブランス値を計算し，震源を決定し
た。その結果，初動部から求められる震源は，岩手山西部の犬倉山地域の深さ数キロに推定された．その後5～1 0
秒間かけて約3 k m西の大松倉山地域に，速度2 0 0～6 0 0 m / sで移動する．震源は、その後、ほぼ大松倉山地域に留ま
り，やがて長周期の振動は終息する．なお、今回解析した4つの長周期地震の震源位置に顕著な差は認められなか
った．

４．結論
センブランス解析により，各々の長周期地震の震源域は，犬倉山から大松倉山にかけての深さ数キロに拡

がって存在し，その発生から5～1 0秒の間に東から西へ移動していることが明らかとなった．この震源の移動は，
同領域の熱水あるいはマグマの移動と関連している可能性がある．


